別紙様式
平成２４年度当初予算　　　支出科目　款：衛生費　項：保健予防費　目：特定疾患対策費
	事業名:難病患者就労支援事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　健康福祉部 保健医療課 母子・特定疾患担当　電話番号：058-272-1111（内２５４７）

　　　　　　　　　　　                          E-mail：c11223@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：1,400千円（前年度予算額：1,400千円）

	事業内容


	１　事業の内容


　難病患者の就労の機会を確保することを目的とし、難病生きがいサポートセンターへ委託して、下記の内容を実施する。

（１）就労支援事業（就労支援員の設置：週２日）
　・地域で生活する難病患者に対する就労に関する相談、支援

　・難病患者の受入れ可能な事業所の選定、事業所での受入調整

　・労働関係機関との連絡、調整

　・難病患者への就労に関する情報提供

（２）難病患者就労支援協議会の開催
　・医療機関、行政、労働関係機関等の関係者による協議会を設置（年１回）
　・難病の特殊性をふまえた障がい者雇用や労働環境の整備等の方策について検討
　・就労を希望する患者の環境について、日常生活や医療状況を含めて個別の事例を検討

（３）就労支援ニュースレター作成

　・関係機関向けの難病についての理解を図る資料の作成及び、県内の難病患者の就労状況等をまとめた資料の作成

　
	２　所要経費


（１）就労相談事業：　　　　1,168千円
（２）就労連絡協議会の設置：　169千円

（３）ニュースレター等の作成： 63千円
　　　　　　　　　　　合計　1,400千円
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


　Ⅰ　安心して暮らせるふるさと岐阜県づくり
　　３　障がいのある人が個性を発揮して暮らせる地域をつくる。

　　　Ⅳ　障がい者の地域生活支援
	２　これまでの取組状況


　難病生きがいサポートセンターに週２日、就労支援員を設置し就労を希望する難病患者からの相談を受け支援を行う。平成２２年度は４１名の難病患者の相談に対応。
　また、年１回難病患者就労支援協議会を開催し、個別の事例についての検討を実施。

　これらの活動を通じて、難病患者が就労できる環境を整備し、その就労活動を支援することにより、難病患者の自立促進と長期にわたる経済的負担の軽減を図ることができる。加えて、病気や治療上の悩みを持つ難病患者が、社会での役割を担うことで心理的負担を軽減し、生きがいを持ち生活を送ることができる。

	３　これまでの取組に対する評価


難病患者は、就労可能な状況にありながら、難病であるという理由で解雇されたり、就労の機会を失う等、就労できる環境が十分に整備されていない。こうした状況を改善するために、今後も経験豊富な就労支援員による相談体制を強化する。また、難病の特殊性をふまえた障がい者雇用や労働環境の整備等の施策が充実されるよう、関係機関との連携の強化を図っていく必要がある。

	1月２０日時点の査定額の考え方


	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	1,400
	700
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	700

	要求額
	1,400
	700
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	700

	1月20日時点調査額
	1,400
	700
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	700
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